
令和３年度国民健康保険特別会計歳入歳出予算の考え方 

 

１ 前提条件 

○ 被保険者数は、令和２年度実績見込み（41,900人）に、前年度からの減少率（1.55％）

を乗じて、41,250 人（前年度比▲650 人）と見込む。 

○ 保険料率は、財政健全化計画を踏まえて、以下のとおり改定を行う。 

    令和２年度 令和３年度（案） 

医療分保険料率 5.41％ 5.57％（＋0.16P） 

医療分均等割額 31,600 円 32,500 円（＋900 円） 

支援分保険料率 1.68％ 1.76％（＋0.08P） 

支援分均等割額 6,500 円 7,200 円（＋700 円） 

介護分保険料率 1.64％ 1.67％（＋0.03P） 

介護分均等割額 14,300 円 14,300 円（±0円） 

○ 事業費納付金は、11 月に東京都が示した仮係数に基づく算定金額を用いる。 

 

 

２ 予算比較（令和３年度の予算額は調整中） 

 

保健事業費

2.1億円

183.9億円

諸収入

0.4億円

【歳出】

187.7億円

183.9億円

繰入金

24.2億円

（▲1.7億円）

【歳入】 【歳出】

事業費納付金

60.1億円

（▲0.6億円）

総務費

2.4億円

保険給付費

122.2億円

事業費納付金

60.7億円

＜令和２年度＞ ＜令和３年度＞

諸支出金・予備費

0.3億円

保健事業費

2.1億円

都支出金

120.4億円

（▲３億円）

保険料

38.9億円

（＋0.9億円）

保険給付費

119億円

（▲3.2億円）

総務費

2.4億円

保険料

38億円

【歳入】

都支出金

123.4億円

繰入金

25.9億円

諸収入

0.4億円

187.7億円

諸支出金・予備費

0.3億円

予算総額を

3.8億円削減

保険料率改定により

0.9億円の増収を

見込む

一般会計からの法定外

繰入金を1.7億円削減

資料１ 


